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今月の表紙
『brother dogs』
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今
月
の
表
紙
に
ご
登
場
頂
い
た
「
b
r
o
t
h
e
r 

d
o
g
s
」
は
永
井
さ
ん
兄
弟
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、

代
表
で
兄
の
永
井
達
也
さ
ん
は
他
県
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
20

年
間
経
験
を
積
み
、
ト
リ
マ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
弟
の
永
井
智

也
さ
ん
も
同
じ
職
場
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

長
年
の
経
験
か
ら
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
相
談
が
で
き
る

場
所
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
、
地
元
で
「
飼
い
主
が

気
軽
に
何
で
も
相
談
で
き
る
場
所
」
を
目
指
し
、
2
0
2
3
年

4
月
に
創
業
に
至
り
ま
し
た
。
店
舗
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

「
o
n
e  

l
i
f
e  

p
a
r
t
n
e
r
」
は
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん

の
生
活
（
い
の
ち
）
を
共
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
想
い
が
込

め
ら
れ
て
お
り
、
ト
リ
ミ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
や
歯
の
ケ

ア
、
し
つ
け
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

特
に
評
判
を
得
て
い
る
ト
リ
ミ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
、
既
に
2

カ
月
先
ま
で
予
約
が
取
れ
な
い
ほ
ど
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格

設
定
と
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
へ
の
負
担
を
最
小
限
に
す
る
丁
寧
な
施

術
が
、
多
く
の
飼
い
主
の
信
頼
を
集
め
て
い
ま
す
。
初
め
て
来

店
す
る
お
客
様
に
は
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
性
格
や
状
態
を
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
し
、
最
適
な
施
術
プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
ト
リ
ミ
ン
グ
後
に
は
季
節
に
合
わ
せ
た
ス
タ
ジ
オ
で
ワ
ン

ち
ゃ
ん
の
写
真
撮
影
を
行
い
、
そ
の
写
真
を
お
客
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
と
い
う
、
心
温
ま
る
サ
ー
ビ
ス
も
好
評
を
頂
い
て
い

ま
す
。

　

物
販
で
は
、
無
添
加
・
無
着
色
の
フ
ー
ド
や
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
コ
ッ
ト
ン
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
、
こ
だ
わ
り
抜
い
た
商
品
も
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
も
完
備
（
中
型
犬

ま
で
対
応
可
）
し
、
完
全
個
別
管
理
の
た
め
、
出
張
や
旅
行
時

に
安
心
し
て
ワ
ン
ち
ゃ
ん
を
預
け
ら
れ
る
環
境
で
す
。

　

今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
ト
リ
ミ
ン
グ
等
の
需
要
に
応
え
る

べ
く
、
令
和
6
年
11
月
20
日
に
2
号
店
を
加
古
川
町
寺
家
町
２

３

－

１
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
加
古
川
商
工
会
議
所
の
会
員

特
典
と
し
て
「
商
工
か
こ
が
わ
を
見
た
」
と
伝
え
る
と
、
ト
リ

ミ
ン
グ
料
金
が
通
常
価
格
か
ら
30
％
オ
フ
に
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
b
r
o
t
h
e
r 

d
o
g
s
の
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！
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ご覧ください加古川商工会議所のホームページ https://kakogawa-cci.or.jp/
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中小企業が取り組むSDGs中小企業が取り組むSDGs
～ビジネスチャンスを広げる持続可能な未来への第一歩～

　今、世界中で注目を集める「SDGs（持続可能な開発目標）」。多くの企業が社会的責任を果たすために取
り組みを進める中、中小企業にとってもこの潮流は他人事ではありません。持続可能な社会づくりへの貢献が、
単に社会的意義を示すだけでなく、ビジネスチャンスの拡大や企業価値の向上に直結する時代が来ています。
　この記事では、中小企業でも無理なく実践できるSDGsのゴールや取り組み方を紹介し、企業の成長と社会
貢献を両立させる方法について考えていきます。持続可能な未来への第一歩を、今こそ踏み出しましょう。　
　　　　　

～ビジネスチャンスを広げる持続可能な未来への第一歩～
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
は
、
２
０
１
５
年
に
国
連
総
会
で

採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
で
よ
り
良
い
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
国
際
目
標
で
す
。

全
世
界
の
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
環

境
・
社
会
・
経
済
等
の
側
面
か
ら
持
続

可
能
な
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
達
成
す
べ
き
「
17
の
ゴ
ー
ル
」
・

「
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
環
境
や
人
に

優
し
い
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
顧
客
か
ら
支
持
さ
れ
企
業
価

値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
企
業
イ
メ

ー
ジ
が
向
上
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
取
引
先
の
ニ
ー
ズ
の
変
化

や
新
興
国
の
台
頭
な
ど
で
、
今
後
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
対
応
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

け
る
取
引
条
件
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
も
有
用

で
す
。

　
日
本
国
内
で
は
、
大
企
業
を
中
心
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
が
進
ん
で
い
る
一
方

で
、
中
小
企
業
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
自
体
の

認
知
度
は
高
い
な
が
ら
も
「
ど
の
よ
う

に
取
り
組
め
ば
良
い
か
」
を
模
索
し
て

い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
（独）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
全
国

の
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
等
の
２
０

０
０
社
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
解

度
や
取
組
状
況
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
取
組
状
況
に

つ
い
て
は
「
現
在
す
で
に
取
り
組
ん
で

い
る
（
１
７
．
０
％
）
」
と
「
現
在
は

取
り
組
ん
で
い
な
い
が
、
今
後
は
取
り

組
ん
で
い
く
予
定
（
１
７
．
６
％
）
」

の
計
３
４
．
６
％
の
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
前
向
き
に
取
り
組
み
を
考
え
て
お
り
、

そ
の
割
合
も
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
調
査
結
果
か
ら
、
中
小
企
業
で
も
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
意
識
は
高
ま
っ
て

お
り
、
既
に
取
組
を
始
め
て
い
る
企
業

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
次
項
か
ら
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
方
や
、
17
の
ゴ
ー
ル

の
中
か
ら
中
小
企
業
が
取
り
組
み
や
す

い
（
自
社
の
事
業
と
結
び
つ
き
や
す

い
）
ゴ
ー
ル
と
、
そ
の
具
体
例
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　
Ｇ
Ｒ
Ｉ
・
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
・
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ

の
３
つ
の
国
際
団
体
が
共
同
で
作
成
し

た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ 

〜

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
企
業
行
動
指
針
」
に
よ
る

と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
経
営
戦
略
に
取
り
入

れ
、
実
践
す
る
た
め
に
は
５
つ
の
ス
テ

ッ
プ
（
①
内
容
理
解
、
②
優
先
課
題
の

決
定
、
③
目
標
設
定
、
④
経
営
へ
の
統

合
、
⑤
報
告
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
）
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
事
業
内
容
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ

ー
ル
と
結
び
つ
け
る
「
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
② 

優
先
課
題
の
決
定
」
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

【
優
先
課
題
を
決
定
す
る
方
法
】

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
17
の
目
標
が
あ
り
ま

す
が
、
企
業
の
事
業
内
容
な
ど
に
よ
っ

て
、
重
視
す
べ
き
目
標
や
貢
献
で
き
る

程
度
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
優
先
課
題

の
決
定
は
、
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

（
※
１
）
」
と
「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

（
※
２
）
」
か
ら
考
え
る
こ
と
で
、
自

社
の
優
先
課
題
が
見
つ
け
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
以
下
は
一
例
で
す
が
、
事
業
を
行
う

過
程
か
ら
様
々
な
課
題
や
価
値
を
見
つ

け
、
見
つ
け
た
優
先
課
題
に
つ
い
て
改

善
（
解
決
）
に
向
け
て
実
践
す
る
事
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る
こ
と

に
も
繋
が
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
方
法

【参考・出典】 SDGs Compass「SDGsの企業行動指針－SDGsを企業はどう活用するか－」
（独）中小機構「中小企業のＳＤＧｓ推進に関する実態調査」、（公財）ひょうご産業活性化センター「SDGs推進宣言事業・認証事業」

中
小
企
業
の

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
状
況

中
小
企
業
が
注
目
す
べ
き
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

　
ゴ
ー
ル
と
取
組
方
法
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
何
？

ＳＤＧｓの17のゴール

ＳＤＧｓの取組状況について（図１） （n=2,000 単一回答）

11%

19%

41%

29%

14%

20%

37%

29%

17%

18%

35%

30%

■現在すでに取り組んでいる

■現在は取り組んでいないが
　今後は取り組んでいく予定

■現在は取り組んでおらず、
　今後も取り組んでいくか否か
　は未定

■現在は取り組んでおらず、
　今後も取り組む予定はない

外円：2024年
中円：2023年
内円：2022年

※１“サプライチェーン”は、原材料の供給
　　から、最終製品の製造、流通、顧客へ
　　の納品までの一連のプロセスを指しま
　　す。どのように物資や製品を調達し、
　　それらをどのように消費者に届けるか
　　に焦点を当てています。
※２“バリューチェーン”は、製品やサービ
　　スが市場に提供される過程で生み出さ
　　れる「価値（強み）」に注目します。

サプライチェーンを用いた課題の洗い出し例
（食品製造業）

①原材料の調達において、環境破壊や強制労
　働に関わっていないか？

②製造工程において、エネルギーの消費や
　CO2の排出量は高くないか？

③消費者へ届けるプロセスにおいて、燃料コ
　ストや輸送途中の損失はないか？

①の関連ゴール
目標12「つくる責任、つかう責任」：
持続可能な生産と消費を確保する
必要がある。
目標8「働きがいも経済成長も」：
公正で安全な労働環境を提供する
必要がある。

②の関連ゴール
目標13「気候変動に具体的な対策
を」：CO2排出削減が必要。
目標12「つくる責任、つかう責任」：
廃棄物削減やリサイクル推進が必
要。

③の関連ゴール
目標9「産業と技術革新の基盤を
作ろう」：インフラをより持続可能
で効率的に。
目標13「気候変動に具体的な対策
を」：温室効果ガスの削減が必要。

課題への改善策とSDGｓの関連ゴール
①調達先を持続可能な農業を実践している農家に変更す
　る、あるいはフェアトレードの製品を取り入れる。ま
　た、サプライヤーに対して労働環境改善を要求する。

②製造工程で再生可能エネルギーを使用する。または製
　造工程を見直してエネルギー効率を高める。廃棄物の
　再利用やリサイクルを促進し、資源の無駄を減らす。

③長距離輸送から近距離輸送にシフトし、地域のサプラ
　ヤーを活用する。電気自動車や燃費効率の高い輸送手
　段を導入することで、CO2排出を削減する。　　　
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一
例
に
挙
げ
た
目
標
８
「
働
き
が
い

も
経
済
成
長
も
」
や
、
目
標
12
「
つ
く

る
責
任
、
つ
か
う
責
任
」
、
目
標
13

「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」
は
、

既
存
事
業
に
結
び
つ
け
や
す
く
、
こ
れ

ら
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
企
業
も
多
く

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
方
に
つ
い
て
は
、
自
社
の
優
先
課
題

を
見
つ
け
て
改
善
す
る
方
法
や
、
既
に

自
社
が
行
っ
て
い
る
業
務
改
善
や
、
日

常
的
な
取
り
組
み
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
該
当

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
他
に
も
、
経
済
産
業
省
が
Ｈ
Ｐ
で
掲

載
し
て
い
る
他
社
の
事
例
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
た
り
、
環
境
省
が
作
成
し
た
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
活

用
ガ
イ
ド
」
で
は
、
既
存
の
制
度
や
枠

組
み
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
等
）
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
と
の

関
連
性
を
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
、
各
省

庁
だ
け
で
な
く
、
地
方
自
治
体
も
企
業

の
取
組
に
対
し
て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
兵
庫
県
で
は
「
ひ
ょ
う
ご
産
業

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
宣
言
事
業・認
証
事
業
」

と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
企
業

を
応
援
し
て
い
ま
す
。
取
組
の
段
階
に

応
じ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
宣
言
登
録
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
】

　
登
録
証
・
認
定
証
の
交
付

　
ひ
ょ
う
ご
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

　
Ｈ
Ｐ
上
で
宣
言
企
業
の
紹
介

　
専
用
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
関
し
て
専
門
家

　
派
遣
に
よ
る
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
（
派
遣
費
の
１
／
２
を
県
負
担
、最
大
８
回
）

　
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
料
率

　
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
細
な
内
容
や
応
募
要
件
、
申
請
方

法
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

次
の
ペ
ー
ジ（
Ｐ
５
）で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
会
員
事
業
所
の
声
を
ご
紹
介
！　

　
　
　
　

RPF事業部（神崎郡市川町）の破砕・成形処理設備

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を

　
　
　
　
支
援
す
る
制
度

バリューチェーンを用いた課題の洗い出し例
（小売業）

①商品調達において、サプライヤーは環境や
労働環境に悪影響のある生産方法を行ってい
ないか？

②在庫管理において、売れ残り商品の廃棄な
どで資源の無駄遣いが発生していないか？

課題への改善策とSDGｓの関連ゴール
①持続可能な認証を受けた商品を積極的に取り扱い、エ
　シカル消費（※）を促進する。また、サプライヤーに対
　して持続可能な生産方法や労働環境の改善を要求する。
※エシカル（倫理的）消費…地域の活性化や雇用などを
　含む、人・社会・地域・環境に配慮した消費行動のこ
　と。

②在庫管理システムを効率化し、需要予測を向上させる
　ことで、過剰在庫を防ぐ。また、売れ残り商品の寄付
　や再利用の仕組みを導入し、廃棄物を削減する。　　
　

Ｑ.１ SDGsに取り組むようになったきっかけを教えて
ください。
　当社がＳＤＧｓに取り組むようになった背景は、従来
から、産業廃棄物の中間処理を通じて減量化や再利用
を進めてきましたが、廃棄物の最終処理として埋立処
分が課題となっていました。埋立処分場の容量には限
界があり、今後約10年以内には土地不足が懸念される
状況です。特に、廃プラスチックの環境への影響が大き
な問題として浮上しており、この課題に対応するため、
新たな処理方法を考えるようになりました。
　その結果、新たな中間処理施設を設立し、廃プラス
チック、紙くず、木くず、繊維くずを材料に「廃棄物固形
燃料（RPF燃料）」を生成する事業を展開。このRPF燃
料は重油の代替燃料としてセメント工場やボイラー施
設で利用され、石炭に比べてCO2の排出量が少なく、
温室効果ガス削減にも寄与しています。
　これにより、ビジネス課題であった廃棄物の削減と有
効利用が進むと同時に、SDGsの目標達成にもつなが
る形となっています。

Ｑ.２ 中小企業がSDGsに取り組む際の課題や、工夫
について教えてください
　「SDGsを目的にするのではなく、自社の課題解決を
SDGsに結びつけること」が重要です。例えば、自社で
は廃棄物の処理という現実のビジネス課題に取り組む
中で、自然とSDGsの目標に合致する取り組みが生まれ
ました。このように、ビジネス上の課題解決がSDGsに
直結する形で取り組むと、社員の納得感も高まり、企業
全体でSDGsを推進しやすくなると考えています。

Ｑ.３ 今後、SDGsに関連して目指している新しい取り
組みはありますか？
　今後の目標としては、引き続きRPF燃料の製造に加
えて、新たなリサイクル技術や方法を検討していくこと
で、当社のリサイクル率を80％まで引き上げることを掲
げています。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

①の関連ゴール
目標12「つくる責任、つかう責任」：
持続可能な商品調達が必要。
目標8「働きがいも経済成長も」：
公正な労働環境が必要。

②の関連ゴール
目標12「つくる
責任、つかう責
任」：廃棄物の
削減が必要。

近畿経済産業局
「関西発ＳＤＧｓ
貢献取組事例集」
　　

ひょうご産業
活性化センター
｢ひょうご産業ＳＤ
Ｇｓ推進宣言事
業・認証事業」　
　

関東経済産業局
「ＳＤＧｓに取り組
む中小企業等の
先進事例の紹介」
　

環境省
「持続可能な開発
目標（ＳＤＧｓ）活
用ガイド　　　　
　　

　自社事業と関連のあるRPF事業部を新たに立ち上げ、ＳＤＧｓの達成に向けて取り組みを行っている
「㈱アルファ」の代表取締役である別所さんにＳＤＧｓの取り組みについてお話をお伺いしました。　
　※ＲＰＦ…廃棄物（廃プラ・木くず・繊維くず・紙くず）を原料とした固形燃料のこと　　　　　　

事　業　所　名：㈱アルファ
事業所住所：加古川市志方町西中２２７－１
事　業　内　容：一般・産業廃棄物の処理事業
代　表　者：代表取締役：上田 隆博
　　　　　　代表取締役：別所 広美

会員事業所の声 「ＳＤＧｓ達成に向けた新事業の取り組みについて」
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　兵庫県靴下工業組合が立ち上げた新ブラ
ンド「Hyogo Quality」に参画する1社の
田中繊維㈱の代表取締役である田中一成さ
んに、新ブランドや自社の新製品について
お伺いしました。

地
元
の
誇
り
を
未
来
へ
│
│

「
H
y
o
g
o 

Q
u
a
l
i
t
y
」と
は
？

　

兵
庫
県
は
、
靴
下
の
生
産
で
奈
良
県
に
次

ぐ
生
産
拠
点
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

１
９
８
０
年
代
後
半
以
降
、
安
価
な
海
外
製

品
の
流
入
に
よ
り
、
靴
下
産
業
は
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
し
、
兵
庫
県
産
靴
下
の

魅
力
を
国
内
外
へ
発
信
し
よ
う
と
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
「
Ｈ
ｙ
ｏ
ｇ
ｏ 

Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
は
、
兵

庫
県
靴
下
工
業
組
合
か
ら
10
事
業
者
が
参
加

し
、
独
自
の
品
質
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

品
質
の
基
準
は
３
つ
。
ま
ず
「
編
立
か
ら

全
工
程
を
兵
庫
県
内
で
行
う
」
こ
と
、
次
に

「
新
商
品
を
検
査
機
関
に
提
出
し
、
品
質
を

保
証
す
る
」
こ
と
。
そ
し
て
「
靴
下
ソ
ム
リ

エ
資
格
者
の
意
見
を
聞
き
、
最
終
認
定
を
受

け
る
」
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し
た

靴
下
の
み
が
、
Ｈ
ｙ
ｏ
ｇ
ｏ　

Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ

ｔ
ｙ
と
し
て
消
費
者
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

職
人
技
が
光
る
！
高
品
質
で

ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
展
開
│
│

　

Ｈ
ｙ
ｏ
ｇ
ｏ　

Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
に
参
加

す
る
10
社
は
、
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
力
と

ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
、
今
ま
で
に
な
い
ユ
ニ

ー
ク
な
商
品
を
提
供
し
て
お
り
、
田
中
繊
維

㈱
で
は
新
商
品
「
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ォ
ー
マ
ー
」

を
開
発
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
も
使
用
で
き

る
紳
士
用
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
で
、
素
材
は

婦
人
用
に
使
わ
れ
て
い
た
ウ
ー
ル
で
は
な
く
、

ス
ー
ピ
マ
綿
を
使
用
。
ス
ー
ツ
の
下
に
も
着

用
で
き
る
薄
さ
と
軽
さ
を
実
現
し
、
見
た
目

も
ビ
ジ
ネ
ス
に
適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス

ー
ピ
マ
綿
、
ナ
イ
ロ
ン
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
光

電
子
®
の
三
層
構
造
に
よ
り
、
保
温
性
と
快

適
な
履
き
心
地
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
認
知
度
向
上
と
展
開
へ
│
│

　

10
月
中
は
阪

急
百
貨
店
（
阪

急
う
め
だ
本

店
）
等
の
イ
ベ

ン
ト
で
商
品
を

展
開
し
、
以
降

は
展
示
会
へ
の

出
展
や
各
事
業

者
の
販
売
ル
ー

ト
を
活
用
し
な

が
ら
、
さ
ら
な

る
ブ
ラ
ン
ド
の

認
知
度
向
上
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
紳
士
用
靴
下
だ
け
で
な

く
、
素
材
を
変
え
た
婦
人
用
商
品
の
開
発
に

も
力
を
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
今
後

の
展
開
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

Hyogo Qualityの
商品や詳細につい
ては、下記のＱＲ
コード先のＨＰよ
り、ご確認くださ
い。　　　

地
場
産
業
の
活
性
化
と
新
た
な
挑
戦
！

靴
下
の
新
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｈ
ｙ
ｏ
ｇ
ｏ 

Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
」

地
場
産
業
の
活
性
化
と
新
た
な
挑
戦
！

靴
下
の
新
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｈ
ｙ
ｏ
ｇ
ｏ 

Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
」

ヒ
ョ
ウ
ゴ         
ク
オ
リ
テ
ィ

ヒ
ョ
ウ
ゴ         
ク
オ
リ
テ
ィ

田中繊維㈱　代表取締役
兵庫県靴下工業組合　理事

靴下ソムリエ

田中　一成  さん
たなか かずなり

阪急百貨店（神戸阪急店） ポップアップストア

「ビジネスウォーマー」
※靴下着用時
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エッセイ

　

起
業
し
て
早
10
年
目
に
な
り
ま

す
。

　

起
業
し
た
ば
か
り
の
頃
は
、
出

来
る
こ
と
は
何
で
も
手
当
た
り
次

第
に
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
上
手

く
い
か
な
い
こ
と
ば
か
り
・
・
・

イ
ラ
イ
ラ
す
る
自
分
の
器
の
小
さ

さ
に
落
ち
込
む
も
の
の
、
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
も
分
か
ら
ず
に
右
往

左
往
す
る
毎
日
。
そ
ん
な
私
に
一

緒
に
起
業
し
た
先
輩
（
現
ア
ク
ト

ラ
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
会
長
）
が
、
あ

る
日
「
高
田
さ
ん
、
青
年
部
入
っ

て
み
る
？
」
と
。

　

加
古
川
商
工
会
議
所
青
年
部

（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
45
歳
ま
で
の
経
営
者
さ
ん

が
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
る
会
と
い
う
こ
と

ぐ
ら
い
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
楽
し

そ
う
だ
な
と
思
い
、
入
会
し
ま
し
た
。

　

39
歳
で
入
会
し
ま
し
た
の
で
卒
業
ま
で
６

年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
出
逢
い
は
私
の
人
生
を
大
き
く

変
え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
参

加
す
る
た
め
の
時
間
を
ど
う
作
る
か
、
仕
事

へ
の
取
り
組
み
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。
自
分

と
同
じ
よ
う
に
経
営
に
悩
み
、
人
材
育
成
に

悩
む
仲
間
と
夜
な
夜
な
真
面
目
な
呑
み
会
（笑）

を
開
催
し
「
あ
ー
で
も
な
い
、
こ
ー
で
も
な

い
」
と
何
時
間
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、

あ
り
が
た
い
こ
と
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
様
々
な
役
職

も
経
験
さ
せ
て
頂
き
、
組
織
運
営
の
イ
ロ
ハ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
の
学
び
を
生
か
し
、
現
在
ア
ク

ト
ラ
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
で
は
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
全
国
に
居
住
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
、

営
業
拠
点
も
加
古
川
・
元
町
・
東
京
と
10
年

前
に
は
想
像
も
出
来
な
か
っ
た
組
織
へ
と
成

長
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
楽
し
い
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
も
在
籍
最
終

年
度
に
は
、
月
に
一
度
の
委
員
会
と
例
会
参

加
だ
け
に
な
り
、
夕
方
か
ら
の
時
間
が
ポ
ッ

カ
リ
と
空
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

な
の
で
、
こ
の
時
間
に
仕
事
で
は
な
い
何
か

違
う
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
大
学

に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

大
学
の
講
義
は
面
白
い
も
の
も
あ
る
し
、

眠
た
く
な
る
も
の
も
有
り
ま
す
が
、
教
授
と

の
対
話
は
自
分
の
見
識
を
広
げ
る
素
晴
ら
し

い
時
間
で
す
し
、
若
い
方
と
留
学
生
が
多
い

大
学
な
の
で
活
気
が
あ
っ
て
元
気
を
も
ら
え

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
２
０
２
３
年
の
年
末
に
、

ふ
と
大
学
院
を
受
験
し
て
み
よ
う
か
な
と
思

い
立
ち
ま
し
た
。
元
々
、
大
学
に
行
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
私
は
、
大
学
院
は
大
学
を
卒

業
し
て
い
な
け
れ
ば
受
験
で
き
な
い
と
思
い

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
調
べ
て
み
る
と
受
験

可
能
だ
っ
た
の
で
す
！
そ
の
後
、
も
の
は
試

し
だ
と
受
験
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
あ
り
が
た

い
こ
と
に
こ
の
４
月
か
ら
大
学
院
生
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
卒
業
し
た
あ
と
、
や
り
た
い
事

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と

密
か
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
地
元
加
古
川

で
は
、
ご
縁
が
あ
り
加
古
川
平
成
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
、
東
京
で
は
こ
れ
ま
た
ご
縁
が
あ

り
守
成
ク
ラ
ブ
で
、
仲
間
と
一
緒
に
色
々
と

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
大
学
院
も
こ
の
秋
か

ら
本
格
的
に
論
文
制
作
が
始
ま
り
、
気
づ
け

ば
毎
日
ど
こ
か
で
仲
間
と
何
か
を
し
て
い
ま

す
。

　

仲
間
が
い
る
人
生
は
心
を
豊
か
に
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
ん
な
人
生
を
送
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
出
逢
わ
せ
て

く
れ
た
ア
ク
ト
ラ
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
会
長
に
心

か
ら
感
謝
し
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

「仲間は宝物」

住 所

T E L
営業内容

：

：
：

加古川市加古川町寺家町４７番地１
ファーミンインテリジェントビル２階
０７９－４９０－５１０８
経理代理業

高田　裕美㈱アクトライズ　代表取締役
たかた ひろみ
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ひかり農園
（株）ハコ住む
ヨシカワ
Lily Plus+
鳥輪
そららSORARA
平井総建
（株）杉浦工業
TF通信
（株）SICHER
行政書士・土地家屋調査士 小林事務所
リビルト・パートナーズ
（株）イズヤペイント
nail studio to5.
（株）Y-connect
スタジオベリーローズ
STAR DANCE
鮓臣
タナベエンジニアリング
（株）あいき
（株）竹田建設
（株）総建
（株）SIフォーム
（同）先義後利
八田道場
便利屋お助けマスター
建築・内装 シンキ
理輝
かこっとん（株）
（株）TMK
（株）森建築工房
アトリエWabbit
（株）ヒロトミ
（株）エコアース
ACT TEC
原田繊維（株）
小林農園
谷総工業
Pilates Golf Yard
下川 恭平
TOA ELECTRICAL
LEBEN
ライフスター（株）
うずら食堂
みつば体操教室
阪神興業（株）
大響
グローカルマーケティング（株）

いちご生産・販売
集合住宅の管理運営、築古物件の購入・リフォーム・賃貸
内装解体工事・スケルトン工事・リフォーム工事一式
まつげ・エステサロン
飲食
ペット雑貨の作成・販売
上下水工事及び土木工事
プラント製造業、リフォーム業
光ファイバー工事、電話工事、LAN配線工事
経営コンサルティング・不動産業・保険代理店・投資事業
各種許認可申請、登記、測量
エアコン・ハウスクリーニング業、不動産業
外壁塗装、リフォーム工事
ネイルサロン
有料職業紹介事業による人材紹介業
ダンスレッスン
ライブハウス、ミュージックスタジオ
寿司店
工作機械修理
足場・機械据付・重量物運搬・空調工事
建設業
総合建築業
型枠工事業
保険代理業、太陽光発電（売電）
空手道場
便利屋
建設業
ビル清掃業
綿に関する材料の卸、小売
ゴルフ場へのキャディ斡旋
建築一式、リフォーム工事
トールペイント、モルタル造形教室、水彩画
建設業
園芸資材の製造・販売
電気設備工事・エアコン・内装
繊維加工業
いちご農家
解体工事業、建設業
ピラティスレッスンとゴルフレッスンの施設
保険業
電気工事業
店舗向け家具や店舗リフォーム、住宅リフォーム
生命保険・損害保険代理業
飲食
幼児～小学２年生までの体操教室
自動車教習所
解体業
マーケティング支援事業、人材育成支援事業、業務改善支援事業

加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
野口町
野口町
平岡町
平岡町
平岡町
平岡町
平岡町
平岡町
平岡町
平岡町
平岡町
尾上町
尾上町
尾上町
尾上町
別府町
神野町
神野町
平荘町
平荘町
上荘町
上荘町
東神吉町
東神吉町
西神吉町
米田町
高砂市
高砂市
明石市
明石市
姫路市
姫路市
姫路市
加西市
たつの市
神戸市
堺市
新潟県

事業所名 所在地 営業内容
（順不同）新規会員のご紹介（令和６年４月１日～令和６年８月３１日）

ご加入ありがとうございます。

会
議
所
の

会
議
所
の

会
議
所
の

会
議
所
の

　

9
月
7
日
・
15
日
・
28
日
・
10
月
5

日
の
全
4
回
、
全
国
各
地
で
講
演
・
セ

ミ
ナ
ー
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を

行
う
グ
ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
㈱

の
代
表
取
締
役 

今
井
進
太
郎
氏
を
中

心
と
し
た
講
師
陣
に
よ
る
か
こ
が
わ
創

業
塾
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

独
立
開
業
を

目
指
す
方
や
創

業
し
て
間
も
な

い
方
、
事
業
承

継
を
考
え
て
い

る
方
な
ど
を
対

象
に
、
座
学
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
用
い
て
テ

ー
マ
ご
と
に
講

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
創
業

に
必
要
な
３
つ
の
力
や
売
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
、
Ｄ
Ｘ
推
進
・
デ
ジ
タ
ル
活
用

方
法
や
事
業
計
画
の
作
り
方
、
Ｃ
ａ
ｎ

ｖ
ａ
活
用
な
ど
幅
広
い
も
の
で
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
わ
か
り
や
す
か
っ

た
」
「
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
者
は
33
名

　

積極的なグループワーク

原田氏の説明を真剣に聞く受講生

　

10
月
９
日
、
ウ
ィ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
原
田
朋
子
氏
を
講
師
に
新
入
社
員
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

15
事
業
所
42
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
６
名
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
入
社
し
て
か
ら
の
振
り
返
り
を
発

表
。
受
講
生
か
ら
は
「
失
敗
し
た
こ
と

や
成
功
し
た
出
来
事
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

話
す
こ
と
で
、
客
観
的
に
仕
事
へ
の
姿

勢
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
で
き
た
」

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

仕
事
を
重
要
度
と
緊
急
度
の
二
軸
に
落

と
し
込
み
優
先
順
位
を
見
え
る
化
す
る

方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
報

連
相
」
の
意
義

や
タ
イ
ミ
ン
グ
、

具
体
的
な
事
例

に
お
け
る
適
切

な
伝
え
方
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
意
見

を
出
し
合
っ
た

り
、
ク
レ
ー
ム

対
応
の
基
本
か
ら
注
意
点
、
具
体
的
な

事
例
の
紹
介
や
対
処
法
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
り
と
、
幅
広
い
内
容
の
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

9
月
10
日
、
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

に
て
、
高
砂
商
工
会
議
所
、
稲
美
町
商

工
会
、
播
磨
町
商
工
会
、
当
所
の
会
員

企
業
が
一
堂
に
会
し
た
「
会
員
大
交
流

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

謡
曲「
高
砂
」

の
清
聴
、
主
催

者
紹
介
・
あ
い

さ
つ
に
続
き
、

13
〜
14
名
で
テ

ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
１
分
間
自
己

紹
介
・
Ｐ
Ｒ
タ

イ
ム
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
事
業
所
の
所
在
地
や
業
種
な

ど
す
べ
て
が
ラ
ン
ダ
ム
の
テ
ー
ブ
ル
内

で
、
１
分
間
め
い
っ
ぱ
い
に
自
己
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ス

テ
ー
ジ
上
で
の

60
秒
Ｐ
Ｒ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

例
年
定
員
枠
を

超
え
る
希
望
申

込
み
の
あ
る
人

気
コ
ー
ナ
ー
と

な
っ
た
た
め
、

自己紹介で緊張がほぐれる参加者思わず目を引くPRタイム

今
年
か
ら
5
枠
増
や
し
た
15
事
業
所
の

発
表
と
な
り
ま
し
た
。
抽
選
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
事
業
所
の
方
々
の
発
表
が
あ

り
、
事
業
の
周
知
に
つ
な
が
る
Ｐ
Ｒ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
思
わ
ず
目
を
引
く
よ

う
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
60
秒
間
で
、
参

加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
る
様
子

で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会

場
内
を
自
由
に

移
動
す
る
名
刺

交
換
・
情
報
交

換
会
タ
イ
ム
へ

と
移
り
、
近
く

の
方
や
気
に
な

っ
て
い
る
事
業

所
の
方
と
積
極
的
に
交
流
し
て
い
る
姿

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
異
業
種

の
方
と
知
り
合
え
る
だ
け
で
な
く
同
業

の
方
と
の
意
見
交
換
や
情
報
交
換
の
場

と
し
て
機
能
し
て
い
る
様
子
で
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
っ
て

い
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
近
隣
地
域

で
競
う
よ
り
も
相
互
に
手
を
携
え
る
こ

と
に
よ
る
相
乗
効
果
で
、
二
市
二
町
の

特
色
を
生
か
し
た
魅
力
を
全
国
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
１
２
４
名

　

新たなビジネスチャンスへ

業
種
・
規
模
の
垣
根
を
越
え
て
大
交
流

ー
会
員
大
交
流
会
を
開
催
ー

経
営
者
に
な
る
た
め
に
！

ー
か
こ
が
わ
創
業
塾
２
０
２
４
を
開
催
ー

入
社
半
年
後
か
ら
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
ー
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◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

10
月
２
日
、
10
月
臨
時
総
会
〜
共
に

歩
み
、
共
に
未
来
へ
〜
が
開
催
さ
れ
、

令
和
７
年
度
会
長
予
定
者
に
松
下
智
哉

氏
を
選
出
す
る
こ
と
が
、
メ
ン
バ
ー
の

総
意
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
総
会

は
完
全
ド
ア
ク
ロ
ー
ズ
に
よ
る
厳
格
な

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
強
固
で
魅
力

あ
る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

　

ま
た
懇
親
会
で

は
、
メ
ン
バ
ー
の

交
流
が
更
に
深
ま

る
よ
う
に
カ
ラ
オ

ケ
大
会
も
行
わ
れ
、

松
下
氏
か
ら
は
次

年
度
の
抱
負
な
ど

の
話
を
聞
く
こ
と

も
で
き
、
メ
ン
バ

ー
の
熱
量
は
高
ま
る
ば
か
り
で
し
た
。

次
年
度
は
、
単
会
事
業
は
も
ち
ろ
ん
、

加
古
川
の
地
で
開
催
さ
れ
る
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
も
大
成
功
に
収
め
る
べ
く
、

令
和
７
年
度
も
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ

て
汗
を
流
し
、
加
古
川
商
工
会
議
所
青

年
部
の
発
展
と
メ
ン
バ
ー
の
成
長
を
実

現
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

（
総
務
委
員
会 

委
員
長 
高
松
志
行
）

　
　
　
　 次

年
度
会
長
予
定
者
を
選
出

ー
10
月
臨
時
総
会
を
開
催
ー

　
青
　
年
　
部

　

10
月
３
日
、
加
古
川
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

に
て
第
33
回
会
頭
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
時

点
の
天
候
は
雨
。

雨
雲
レ
ー
ダ
ー

等
を
熟
考
し
た

結
果
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、

３
ホ
ー
ル
目
あ
た
り
か
ら
雨
風
が
強
ま

り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
グ
リ
ー
ン
に
水

が
た
ま
り
、
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
も
川
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
中
止
の
判
断
を

し
ま
し
た
。
た
だ
、
あ
そ
こ
ま
で
雨
風

が
強
い
と
、
人
間
怒
り
よ
り
も
笑
い
が

勝
り
、
あ
ん
な
に
笑
い
な
が
ら
ゴ
ル
フ

を
し
た
こ
と
が
無
か
っ
た
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
後
に
も
先
に
も
、
経
験
の
で

き
な
い
ゴ
ル
フ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
２
月
に
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
主
催
の

コ
ン
ペ
で
、
会
頭
杯
の
リ
ベ
ン
ジ
コ
ン

ペ
を
合
同
で
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
と

お
声
が
け
も
頂
い
て
い
ま
す
。
次
は
、

き
っ
と
晴
天
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

（
地
域
活
性
委
員
会 

委
員 

宮
本
了
介
）

次年度も頑張ります！

ミスタードーナツの手づくり体験美味しい料理で会話も弾む

　

９
月
17
日
、
９
月
度
定
例
会
が
開
催

さ
れ
、
髙
橋
洋
一
氏
を
講
師
に
「
日
本

経
済
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
た

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

告
示
さ
れ
た
自
民
党
総
裁
選
の
こ
と

や
政
務
官
時
代
の
話
、
台
湾
有
事
の
こ

と
な
ど
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

講
演
が
40
分
間
、
質
疑
応
答
が
40
分
間

と
時
間
を
充
分
に
と
っ
た
質
疑
応
答
の

中
で
、
受
講
者
か
ら
は
「
円
高
は
い
つ

ま
で
続
く
？
」
「
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

に
つ
い
て
ど
う
思
う
？
」
「
中
国
経
済

の
影
響
に
つ
い
て
」
等
、
次
々
に
質
問

が
飛
び
交
い
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
テ
ー
マ
で
あ
る
「
日
本
経

済
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」
が
ど
う
な
る

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
総
裁
選

で
誰
が
選
ば
れ
る
か
で
変
わ
っ
て
く
る

と
述
べ
、
国
内
外
の
時
事
問
題
に
つ
い

て
、
経
済
を
中
心
に
わ
か
り
や
す
く
、

裏
話
を
交
え
な
が
ら
の
講
演
と
な
り
ま

し
た
。

　

終
了
後
は
東
京
田
村
に
て
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
出
席
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。　
　
　
　

参
加
者
は
44
名

　
　
　
　
　
　
　

（
懇
親
会
は
17
名
）

　

経
済
の
時
事
問
題
を
わ
か
り
や
す
く

ー
９
月
度
定
例
会
を
開
催
ー

　
女
　
性
　
会

　
異
業
種
交
流
会

　

９
月
18
日
、
親
睦
バ
ス
旅
行
を
開
催

し
、
吹
田
・
箕
面
方
面
へ
向
か
い
ま
し

た
。

　

ま
ず
は
女
性
会

メ
ン
バ
ー
企
業
が

加
盟
店
と
な
っ
て

い
る
「
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｋ

Ｉ
Ｎ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ

Ｕ
Ｍ
」
を
訪
れ
、

お
そ
う
じ
館
の
見

学
と
、
ド
ー
ナ
ツ
手
作
り
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
ド
ー
ナ
ツ
の
作
り
方
や
ミ
ス

タ
ー
ド
ー
ナ
ツ
の
歴
史
を
動
画
で
視
聴
、

各
々
手
作
り
の
ド
ー
ナ
ツ
を
試
食
し
出

来
立
て
の
お
い
し
さ
に
感
激
の
声
を
上

げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昼
食

を
「
懐
石
料
理
と

よ
な
か
桜
会
」
で

い
た
だ
き
、
近
況

報
告
な
ど
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

昼
食
後
は
「
ら
ら

ぽ
ー
と
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」
で
買
い

物
を
楽
し
み
ま
し
た
。
バ
ス
車
内
を
含

め
す
べ
て
の
時
間
を
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
女
性
会
メ
ン
バ
ー
の
仲
も

よ
り
深
ま
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
11
名

　
　
　
　
　
　
　

（
監
事 

関
千
咲
）

　

表彰式にて優勝を引き当てた？！
大辻副会頭（中央）

経
験
で
き
な
い
ゴ
ル
フ

ー
会
頭
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
ー

お
な
か
も
心
も
い
っ
ぱ
い
の
旅
行

ー
令
和
６
年
度
親
睦
バ
ス
旅
行
を
開
催
ー
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●
日　

時　

令
和
７
年
１
月
６
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

●
参
加
費　

１
，
０
０
０
円
／
一
人

　

（
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
提
供
あ
り
）

※
事
前
連
絡
が
な
い
ま
ま
当
日
欠
席
さ

れ
た
場
合
は
、
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
申
込
期
間　

令
和
６
年
11
月
15
日
㈮

　
　
　
　
　
　

〜
12
月
２
日
㈪
ま
で

●
お
申
し
込
み
方
法

　

今
回
よ
り
ネ
ッ
ト
申
込
に
て
お
願
い

致
し
ま
す
。
か
こ
が
わ
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
シ
ス
テ
ム
に
て
必
要
事
項
を
入
力
し

申
込
み
の
う
え
、
指
定
口
座
に
人
数
分

の
参
加
費
を
お
振
込
み
（
振
込
手
数
料

は
参
加
者
負
担
）
く
だ
さ
い
。

※
申
込
サ
イ
ト
は
現
在
準
備
中
で
す
。

申
込
期
間
に
な
り
ま
し
た
ら
当
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
新
着
情
報
に
掲
載
致
し
ま
す
。

リ
ン
ク
か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
令
和
７
年
の
年
賀
交
歓
会

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　

当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日　

時　

11
月
22
日
㈮
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

●
募
集
コ
マ
数　

80
コ
マ

●
サ
イ
ズ　

 

1
コ
マ

　
　

タ
テ
5
・
3
㎝
×
ヨ
コ
4
・
0
㎝

●
掲
載
内
容　

事
業
所
名
、
役
職
名
、

　
　
　
　
　
　

氏
名
、
所
在
地
、

　
　
　
　
　
　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

●
料　

金　

1
コ
マ　

５
，
２
３
６
円

●
締
切
日　

12
月
６
日
㈮

●
お
問
い
合
わ
せ　

会
員
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
印
刷
物
入
札

「
商
工
か
こ
が
わ
」
　
　
　
　
　

謹
賀
新
年
名
刺
広
告
募
集
中

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

旧公設地方卸売市場跡地の全面利活用に向けた

サウンディング調査の実施について

　雇用機会の創出や地域経済の活性化の可能性を把握するため、11月5日か

ら11月19日までサウンディングへ参加される事業者を募集しています。くわ

しくは市ホームページを確認してください。

加古川市　産業経済部　産業振興課からのお知らせ

【問い合わせ先】加古川市　産業経済部　産業振興課　TEL４２７－３０７５
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●幼稚園開園の日（16日）
　１８７６年（明治９年）のこの日、日本初の官立

幼稚園である東京女子師範学校附属幼稚園（現：お

茶の水女子大学附属幼稚園）が東京・神田に開園し

ました。由緒ある家の子どもたち約50人が入園し、

そのほとんどが付き人や馬車で登園しました。　　

　　

　日に日に秋が深まってきま

した。今年も残すところあと

2ヶ月です。

　空気の澄んださわやかなこ

の季節を楽しみたいと思いま

す。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”

　障害者差別解消法が改正され、令和６年４月１日から事業者にも社会的障壁を取り除くための
必要かつ合理的な配慮の提供が義務になりました。
　加古川市障がい者支援課では、事業者（※1）が行う合理的配慮について、その提供に要する費
用の一部を助成します。
　合理的配慮とは、障がいのある方に、負担が重すぎない範囲で日常生活を送る上での障壁を取
り除くために行う必要な配慮のことです。

※詳しくはこちらをご参照ください（他の摘要品も掲載しています）
　加古川市ホームページ〉（キーワード）障がい者支援課〉障害を理由とする差別の解消の推進について
（※1）加古川市内において、飲食、物販、医療など不特定多数の人が利用し、障がいのある人の
　　　 利用が見込まれる事業を行う事業者に限ります。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

加古川市　福祉部　障がい者支援課からのお知らせ

【受付期間】 令和7年1月31日（金）まで　    　　　　　　　　　　　　　　　　　
【申し込み・問い合わせ先】 加古川市障がい者支援課　管理係　☎427-9372

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

改正障害者差別解消法と
令和６年度加古川市合理的配慮の提供の促進に係る助成金制度

経費区分

物品購入費

工事施工費
社内研修費

5/10

5/10

5/10
5/10

50,000円

200,000円
50,000円

摘要 助成率 助成限度額
【コミュニケーションツール】
音声拡張器（コミューン等）、コミュニケーション支援ボード、
筆談ボード、点字メニュー 等
【その他】
折り畳み式スロープ、視覚障害者誘導用シート、緊急呼び出し
ボタン、ルーペ、杖ホルダー、滑り止めマット 等
スロープ、手すりの設置、多機能トイレへの改修 等
社外講師等謝金、社外講師等旅費 等

●●●●●●●●●●●月の会議所カレンダー月の会議所カレンダー1111
日 曜日 行　　　事
1
12
15

17

金
火
金

日

無料 法律相談
第28回靴下まつり
無料 法律相談
会員交流バス旅行（大津・宇治方面 ※第2班18日）
第168回日商簿記検定試験

日 曜日 行　　　事
19
22
26

火
金
火

無料 金融相談（兵庫県信用保証協会 加古川支所）
一日公庫（金融相談会）
無料 不動産相談

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒「不動産相談」は当面の間【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、11月22日㈮までに予約が必要です。（☆）
《問合わせ・予約連絡先》 ※印：加古川商工会議所 電話０７９－４２４－３３５５
　　　　　　　　　　　　☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部 電話０７９－４２４－０８３２

【個別経営相談会】5・6・12・13・19・20・26・27日


